
▼菅地域振興会を盛り上げる新たなチャレンジ！（やりたいこと）

人

▼菅地域振興会の課題解決のために必要な取り組み（令和２年３月現在）

▼５年前の計画からこれまでを振り返って ▼これからも続けていきたいこと

【５年前の計画からできなかったこと①】

【なぜできなかった？】

【どうやったらできる？】

【５年前の計画からできなかったこと②】

【なぜできなかった？】

（写真） （写真）

【どうやったらできる？】

いつ 　令和２年度

何を 　菅の景観を活用して写真クラブと共同で開催する。

　令和２年度から

何を 　毎月のお宮の掃除の後にお茶会を実施し、地域の見守り機能を強化

誰が

いつ

何を

　地域の農家及び菅の人々

　令和２年度から

農泊の導入

導入のための資金不足
マンパワー不足

　研修、食べ比べの継続、鳥獣被害を減らすために学習会の開催

（写真）

誰が 　菅地域のみんなと地域外のみんな

誰が 　菅地域のみんな

いつ 　令和２年度

何を 　農泊についての勉強会の開催

誰が 　菅地域のみんな

いつ

菅米

13.9

▼菅地域振興会の「たからもの」

鮎の瀬大橋
棚田百選
上菅の上

おいしい米づくり

高齢化していく中で危機管理
の体制づくり強化

棚田を守る

地域の輪を大切にする

菅米の直販

リスクが高いため組織では難しい。

生産者自ら立ち上がることが必要。
品質の一定化

▼キャッチフレーズ

(209

菅
す げ

地域振興会

上菅上、上菅下、笈石、菅囲　地区

174 人 87 世帯 ※H31.3末時点

92 ㎢世帯 ※H25.10時点） 面積

美しい棚田と 山里のやすらぎ

（令和２年３月現在）１．菅米の品質向上

２．体験型のイベントの実施

３．地域の輪の活用
高齢者の見守

りが必要！

４．菅の写真コンテストの開催
菅の素晴らしい景

観を活かしたい！


